
 

 

 

 

 

 

 

いよいよ平成の時代も残すところあと４ヵ月となり

ました。テレビ等でも平成を振り返る特集番組が放映さ

れています。この３０年を振り返ると、特別支援教育に

おいても様々な進展が見られました。新しく迎える時代

に向けて鹿本学園の児童・生徒は様々な機会を通じて、

学びを深め、心身ともに成長してきました。その成果の

一端を御紹介します。 

Ｎ 部 門 虹 輝 祭 開 催 ！ 

１２月８日には、第２体育館でＮ部門の虹輝祭が行わ

れました。当日は御来賓、保護者、御家族の皆様に大勢

お越しいただき、６９０名を超える方に御覧いただきま

した。また、当日体育館後方とＮ棟１階の図工・美術室

で、児童・生徒の作品が展示されました。厳正なる審査

の結果、次の児童・生徒の作品が各賞を受賞しました。 

 校 長 賞  中２年 生徒 

 ＰＴＡ会長賞 中２年 生徒 

 向 学 賞  小２年 児童 

 虹 輝 賞  小６年 児童 

 各賞受賞者及び入選者には２学期終業式の日に賞状が

渡されます。おめでとうございます！ 

  

平成３０年度 東 京 都 小 学 生 科 学 展        

 都内の小学校、特別支援学校小学部から選ばれた小学

生の研究成果６１点が小学生科学展で展示・発表されま

す。その中のひとつに本校Ｓ小４年児童の研究「コンピ

ュータのしょりを体感する」が選ばれました。 

日本科学未来館で1月1１日（金）から1４日（月）

まで研究成果が展示されます。1３日（日）１１時から

はＳ小４児童が口頭発表を行います。現在、スライドを

使った口頭発表に向けて、発表練習に取り組んでいます。

ぜひお子様と一緒に研究成果を御覧いただきたいと存じます。 

 

本校ボッチャ部生徒、教員研修の講師となる！        

 １２月１７日にタワーホール船堀で江戸川区内の小中

学校の教員向けボッチャ講習会が行われました。講師は

本校ボッチャクラブ２０２０の生徒６名。５６人の小中

学校の先生の前でボッチャのデモンストレーションを行

い、次々と繰り出されるファインプレーに、先生方も驚

嘆の声をあげていました。その後、競技のアドバイスも

したことで、生徒たちはとても自信がついたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＴＡクリスマスコンサート開催 ！ 

 １２月１５日には、ＰＴＡ主催のクリスマスコンサー

トが開かれました。今回で５回目、300人を超える参

加者を集めました。例年出演してくれている、都立葛飾

総合高等学校吹奏楽部は部員１００人を超える大きな組

織です。今年はメンバー全員で演奏してくださいました。 

 大きなバンドですから、楽器の運搬も大変です。実は 

この楽器運搬には、江戸川北法人会青年部会の皆様に御

協力いただきトラックを出していただいています。クリ

スマスメドレーや懐かしいＹＭＣＡ、さらには鹿本学園

の校歌まで素晴らしい演奏と合唱を披露してくれました。 

 後半は、教職員バンド「にーじーず２０１８」による

演奏と歌で盛り上がり、子供たちも一緒にダンスをして

楽しみました。 

 コンサートの途中で、江戸川北法人会青年部会様から

の素敵なプレゼントの贈呈式がありました。今年は「は

っぴ」です。色鮮やかな赤と黄色のはっぴを２０着ずつ、

合計４０着いただきました。衿には「鹿本学園」の文字、

そして背中にはシカちゃんモトちゃんのイラストが輝い

ています。また、カッコいい帯と、シカちゃんモトちゃ

んのイラスト入りの手ぬぐいまで頂戴しました。いただ

いたはっぴは、夏祭りやスポーツ大会の応援等、各種イ

ベントを盛り上げる際に、大いに活用させていただきた

いと考えています。贈呈式には本物のシカちゃんモトち

ゃんも登場！青年部会の岡本会長様も一緒に記念撮影を

しました。このように、地域の様々な方々から御支援を

いただいていることをお伝えするとともに、地域の皆様

には心より感謝申し上げます。ありがとうございました！ 

 

年末・年始 の閉庁と緊急連絡方法について 

冬季休業期間中の平日8：30～17：00 は職員が勤

務していますので電話連絡等が可能です。また他校や他

の官公署と同様に12月29日～1月3日は年末・年始

の閉庁日となります。年末年始の閉庁期間に、お子様の

急病や入院等の理由で、学校に連絡を取る必要が生じた

場合、各学年のPTA運営委員に連絡を取ってください。

学年のPTA 運営委員がPTA 会長を通して各部門の担

当副校長と常時電話連絡がとれるようにしています。 

 

鹿本学園校長 庄司 伸哉

 

東京都立鹿本学園  

校長 庄司 伸哉 

東京都江戸川区本一色2-24-11  

電 話 ０３－３６５３－７３５５  
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N部門 小学部６年  修学旅行報告   １１月２日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ部門 小学部５年 移動教室報告   １１月７日（水）～１１月８日（木） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初めての移動教室で、市川市少年自然の家に行ってきました。１日目は隣接する市川市動植物園へ。

大きなブタやウマ、レッサーパンダを見ながらミニＳＬ広場へ。クラスごとに列になって、ミニＳＬ

に乗車。待っている仲間に笑顔で手を振りながら一周してきました。その後は、おうちの方に作って

いただいたお弁当を秋晴れの空の下、おいしくいただきました。昼食後は触れ合い動物コーナーへ出

発！係の方のお話をよく聞いて、優しくモルモット、ウサギ、ヤギに触れることができました。 

宿舎へ戻り、入所式では、シーツの掛け方や宿舎のきまりを真剣に聞くことができました。お風呂

では、「自分で洗う」ことを目標に頑張っていました。夕食は食事係が、頑張って配膳し、おいしくい

ただきました。楽しみにしていた夜のキャンプファイヤーでは、火の女神様と、火の妖精が登場し友

情の火を灯しみんなで歌やフォークダンスを楽しみました。就寝準備のシーツ敷きもみんなで協力し

て頑張りました。 

翌日は、部屋や共有場所の掃除、シーツ・布団たたみ、荷物の整理と、忙しい朝でしたが、「自分の

ことを自分でやろう」と頑張る姿が見られました。この経験と「できた」という自信をこれからの生

活に生かしていきましょう。            

Ｎ部門 小学部５年 移動教室担当 住 京子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 秋晴れの中、Ｎ小学部６年生は、東京ディズニーシー（修学旅行）へ行ってきました。バスの運行

も順調で、時間どおりにディズニーシーに到着しました。全員でレストラン（ザンビーニ・ブラザー

ズ・リストランテ）での食事（スパゲッティとオレンジジュース）を楽しんだ後、グループ毎に行動

しました。園内は混んでいましたが、メリーゴーランドやコーヒーカップ、シンドバッド、シアター、

鉄道、船等々、様々なアトラクションを楽しんだり、お土産を選んで買ったりすることができました。

ミッキーマウスやデイジーダックなどのキャラクターと間近で出会うこともできて、みんな驚いたり

喜んだりしていました。帰りはディズニーリゾートラインとＪＲ線を利用して小岩駅まで戻りました。

公共の場でのルールやマナーを守りながら６年生らしく行動ができ、小岩駅では保護者の皆様に楽し

かったことを報告することができました。６年間を一緒に過ごしてきた友達と楽しい思い出を作るこ

とができた一日となりました。 

Ｎ部門 小学部６年 担当 多々見 彩子 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ部門 小学部６年 担当 多々見彩子 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｎ部門 小学部６年 担当         



 

 

S部門 虹輝祭報告          １１月１６日（金）～１１月１７日（土） 

 

 

 

 

 

 １１月１７日（金）～１１月１８日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月～１２月のアクシデント・インシデント報告 

生活指導部 
 
【アクシデント報告  １件】 
 転倒：０件   転落：０件   誤食：０件   遊出：０件   他傷：１件   
【インシデント報告 ２３件】 
 

 

 

 

 

９月～１２月のアクシデント・インシデント報告                         生活

指導部 
 
【アクシデント報告 １６件】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 素晴らしい児童・生徒たちの力を、たくさんの方々（両日あわせて３７６名）に御覧いただくこと

ができて、本当によかったです。そんな子どもたちの作品や舞台での活躍も、御家庭やＰＴＡの多く

の御協力、御支援があってのことと思っています。どうもありがとうございました。 

今年度は体育館以外の舞台発表場所が、音楽室から多目的室ＢＣへと変わりました。観客の方々と

発表者の距離が近い分、子供たちの熱演がひしひしと肌に伝わってくる、一体感のある素敵な発表空

間となりました。体育館の方も、熱気は多目的室に引けを取っていませんでした。広がりのある舞台

上で伸び伸びと動き、多くの方々から手拍子や拍手をいただきながら、生き生きと演じている姿に心

が動きました。 

また今年度は、高等部の弁論が体育館で行われました。どの生徒も自己をしっかりと見つめ、将来

の希望を力強く語るなど、たいへん立派な発表で感心しました。展示作品も、子供たちの手の動きや

息づかいなどが伝わってくる、どの作品も一人一人の個性が表れた素敵な作品だったと思います。 

 また１年、しっかりと学習を積み重ね、来年度もいい虹輝祭になるべく、一丸となって努力してま

いります。 

                              Ｓ部門 虹輝祭担当 市川 智道 

 

 

 

 

 

 

Ｓ部門 虹輝祭担当 ○○ ○○ 

本校では、職員朝会や全校連絡会を通して、事故の起きた原因や対策について共通理解を図り、
同じような事故が起きることを防いでいます。また、重篤な事故の場合は、即日事故対策委員会を
開き、事故の再現や原因の分析、対策の検討を行い、その後、全校もしくは部門ごとに事故再発防
止研修を行っています。 
事故の原因としては、児童・生徒の実態の理解不足や、環境設定、指導者の介助方法などが挙げ

られています。授業の流れを確認するなかで、予測される動きを打ち合わせ、環境設定や支援方法
が適切であるかどうかを確認すること、いつもと違う様子が見られたときには、複数の目で確認す
ることなどをさらに徹底し、事故防止に努めていきます。 

 


